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ART RELATED TO DAILY LIVING ACTIVITIES 

Yuka Tanaka, Chie Ogasawara, Yasuko Kume, Satoko Tsuji, Yoko Aso, Mitsuko Matsuki 
Abstract 
The Purpose of this study was to determine effective teaching methods related to the practical education of 
basic nursing art specifically in the area of Daily Living Activities. The research was based on actual behavior 
from a sample of 80 experienced registerednurses in surgical and medical units. 
The results are as follows 
1. The actual nursing techniques most frequently used in the clinically setting correlated closely with the 
basic nursing art that is currently taught in the university nursing curriculum. 
2. Results from a cluster analysis on actual nursing behavior indicated two important techniques "basic 
nursing care for patients in critical condition" and "patient rights and informed consent". 
These clusters show areas where more emphasis needs to be placed in the nursing education related to basic 
nursing art. 
Keywords: basic nursing art, daily living activities, teaching method, actual nursing techniques
要 約
大学における科学的・実践的な基礎看護技術教育を行うために、実際の生活援助領域の看護行為について、内































































(1)被 験者;1995年9～10月 に実施 された関西の看
護協会指導者研修会の受講者130名 。













明 した後、質問紙を配付 しその場で回収 した。
(4)分 析;単 純集計の他、各看護行為の実施頻度を、
「毎 日行う」「1週間に2～3回 」「1週間に1回 」「月に
.2～3回 」「月に1回 かそれ以下」「実施なし」の6段 階





病棟のス タッフ及び主任(副 婦長)計80名(被 験者の
61.5%)を 分析の対象者とした。
1.被 験者のプ ロフィール(表1)
性別 は女性が80名(100%)で あった。平均年齢 は348

±64歳 で、26～50歳 までの範囲であった。看護 職の経

験 は平均12.7±5.8年 で、5～25年 の範 囲であった。現
在の職場 は外科系が39名(4&8%)と 最 も多 く、 次いで

内科系29名(36.3%)、 外科 系 と内科系 の混合病棟が12

名(15,0%)の 順 に多か った。
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20歳代 19 (23.8) 
30歳代 39 (48.8) 
40歳代以上 22 (275)
看 護職の経験年数
5～9年 30 (37.5) 
10～14年 20 (25.0) 




内科系病棟 29 (36.3) 
混合病棟 12 (15.0)
臨床指導経験
あり 54 (67.5) 
5年未満 39 (48.8) 
5年以上 12 (15.0) 




2に 示すとお りであった。実施頻度 「毎 日」が50%以 上
の看護行為は、「室内気候調整」「ケア時スクリーン」「車
椅子移動」「清拭」「体位変換」「褥瘡予防/安 楽物品貼
用」「ベッド高さ ・柵 ・ギャッジ調整」「離床援助」「配 ・
下膳の援助」「患者 ・家族に説明」などの14項 目(全 項
目の31.1%)で あった。 さらに、「毎 日」 と 「1週間に2








施頻度)を 算出した結果を、表3に 示 した。平均点が高
い上位5項 目は、「配 ・下膳の援助」、「体位変換」、「ケア
時スクリーン」、「ベ ッドの操作」、「患者 ・家族 に説明」
で、平均実施頻度4.0以 上の項 目は13項 目あった。以下、平
均実施頻度が3.5～4.0未 満の看護行為が12項 目あ り、




る」看護行為は全部で25項 目(全 項 目の55.6%)あ った。
(3)指 導領域別に見た実施頻度
これ らの各項 目を、本学の平均実施頻度の教授枠組み
(表4)に 基づ き、実施頻度を指導領域 によって6領 域
に分類 したところ、図1に 示すように、45項 目の うち、
42項 目(93.3%)が いずれかの領域に分類された。領域







































項 目 な し(%)月1回 以 下(%)月2・3回(%)];L$f1Aに童回(%)i週1編 に2-3回(%)毎 目(%) 合計(%)
ベツドの艶頓 fi (7.5) 4(5.0) 6 (7.5) 9 (II.3) 23 (28.8) 31 (38.8) 79 (98.B) 
寝衣交換 3 (3.R) oco.o) 5 (6.3) 5 (6.3) 33 (41.3) 33 (Ai.3) 79 (98.8) 
リネンチェンジ 3 (3.B) d(5.0) 6 (7.5) ao (37.5) 27 (33.8) io (12.5) 80 (tOO.0) 
室内気候鰡整 a (3.6) 6(1.5) a (5.0) 5 (s.a) 18 (22.5) 42 (52.5) 78 (97.5) 
病室の整理整頓 5 (G.3) 3(3.8) 4 (5.D) iz (i5.o) 18 (22.5) 37 (46.3) 79 (48.8) 
その他の整頓 3 (3.8) 5(fi.3) 9 (Ii.3) 18 (22.5) 17 (21.3) 27 (33.8) 79 (9B.8) 
ケア時スクリーン a (3.6) t(1.3) i p.3) t (1.3) 14 U7.5) 60 (75.0) 80 (100.0) 
洗濯物の処理 15 (i$.8) R(10.0) 9 (II.3) 5 (6.3) 23 (28.8) 19 (23.8) T9 (98.B) 
歩行介助 3 (3.B) 3(3.8) 8 (10.0) 6 (?.5) 23 (28.8) 36 (45.0) 79 (98.8) 
車.椅子移動 z (2.5) 1(1.3) 5 (6.3) z (2.5) 23 (28.8) 4T (58.8) 80 poo.o) 
ベツドによる移動 z (2.5) 4(5.0) 5 (6.3) 5 (6.3) 29 (36.3) 34 (42.5) 79 (98.B) 
洗鍵 6 (7.5) 5(6.3) 11 (13.8) as (27.5) 2? (33.8) 9 (量謹.3) 80 (100.0) 
清拭 a (3.R) 1(1.3) 4 (5.0) 置 (1.3) 26 (32.5) AS (56.3) 80 (100.0) 
繕鯉 ・髪の手入れ 4 (5.0) 6(7.5) tz (15.0) 14 (1篇) za (27.5) ao (25.0) 78 (97.5) 
洗而 ・口腔鴻潔媛助 5 (6.3) 2(2,5プ b (6.3) 9 (董1.a) 18 (22.5) 39 (48.8) 78 (97.5) 
ひげ剃り ii (13.B) 16(zo.o) 15 (t8.8) 14 (IT.5) 蓬7 (21.3) 7 (8.8) 80 (too.o) 
陰郎洗浄 5 (G.3) 4(5.0) 9 (Ii.3) is U6.3) 21 (as.a) 28 (35.0) 80 (100.o) 
手浴 6 (7.5) 10(晝2.5) ao (25.0) 16 (zo.o) 19 (23.8) 8 Uo.o) Tg (98.8) 
足浴 s (fi.3) 5ce.a) I8 (22.5) 19 (23.8) 23 (28.8) io (置2.5) BO uoo.o> 
シャワー浴 ・入浴介劬 7 (8.R? 14(t7.5) 12 U5.0) 22 (2T.5) 21 (26.3) a (5.0) 80 Uoo.o)
体位変換 a (3.R) tU.3) i U.3) 4 (5.D) 5 (6.3) 64 (80.0) 78 (9了.5) 
褥療予防 ・安楽物品貼用 z (2.5) 4(5.0) Z (2.5) 6 (7.5) 12 U5.0) 46 (57.5) T2 (90.0) 
ベツドの撫作 3 (3.B) ocn.o) a (5.0) z (2,h) 11 (13.B) 60 (T5.D) 80 UOO.o) 
抑制・固定 is p6.3) 14(17.5) is (20.0) 10 (12.5) 10 (12.5) 17 (21.3) 80 (100.0) 
麟床援助 a (3.R) oco.o) 6 (1.5) T ta.a) 1B (ZZ.5) 45 (56.3) 79 (98.8) 
離被架等圧迫除去 29 (36.3) 22(27.5) 6 (7.5) d (5.0) 4 (5.0) 15 U8.8) 80 Uoo.o) 
自勤 ・他勣運動援助 t　 U3.8) 6(7.5) 5 (6.3) 7 (8.8) 21 (26.3) ao (37.5) Ro (100.0) 
背・腹部マツサージ 7 (8.8) 7(8.B) 6 (7.5) 10 U2.5) 23 (28.8) is (3ヨ.3) 78 (97.5) 
散歩 ・運動援助 5 (fi.3) 5(6.3) 11 (13.8). 8 Uo.o) zz (27.5) az (33.8) 78 (97.5) 
含嗽援助 3 (3.6) 4(5.0) tt (裏3.8) 6 (7.6) 18 (22.5) 36 (45.0) T8 (97.5) 
飲水援助 3 (3.R) 3(3.8) 8 (10.o) to (i2.5) 14 (17.5) 41 (51.3) 79 (98.8) 
配膳 ・下膳援助 a (3.R) D(D.0) 1 (1.3) 1 U.3) is (15.0) si (76.3) 78 (97.5) 
食事摂取介助 T (A.R) 1(1.3) 5 (6.3) 8 (10.0) 24 (3α0) 34 (A2,5) 79 (98.8) 
経管栄養 26 (37..5) 置5(18.A) 2 (2.5) 5 (6.3) 7 (8.8) 24 (30.0) 79 (98.8) 
床上排・ji助(尿・便器) 4 (5.0) 0(0.0) s (T.5) a (2.5) 20 (25.0) A6 (57.5) 78 (9T.5) 
おむっの交換 3 (3.8) z(z.fi) i (1.3) 5 (6.3) 1B (225) 50 (62.b) T9 (98.8) 
ポ一タプルトィレ媛1功 F (fi.3) iU.3) 6 (T.5) 8 (7.5) zo (25.0) 41 (51.3) 79 (98.8) 
導尿 IO (12.5) 2t(26.3) 19 (21.B) i3 (16.3) ll (13.8) 4 (5.D) 76 (97.5) 
腸管蠕動促准 9 pI.3) 驚2(15.0) 16 (20.0) 15 t18.8) 13 (16.3) t3 (董6.3) 78 (97.5) 
浣腸 ・下剤処眠 2 (2.5) 4(5.0) !3 (18.3) 1A (22.5) 25 (31.3) 15 (IS.B) 7T (96.3) 
摘便 9 (it.a) IB(22.h) zo (25.0) 16 (20.o) 13 (16.3) z (2.b) 78 (97.6) 
ストー マのケア 44 (55.0) is(ao.o) g (1t.3) t (i.3) 2 (2.5) s (7.5) 78 (97.5) 
鴫吐時の損助 4 {5.0) i7(7.1.3) az (27.5) I3 (16.3) 14 (口.5) 9 (II.3) 79 (98.8) 
死後の処眠 2A (30.0) A2(52.5) 12 (15.0) t (1.3) 0 (0.0) 0 (0.o) 79 (9&8) 
患者 ・家族に説明 z (2.5) t(1.3) 7 (8.8) 4 (5.0) 6 (T.5) 57 (71.3) 7τ (96.3)
患 者 ・家族 に説明の2項 目)が 大 きな まとま りと して見 ター;0.94、第3ク ラス ター;0.95、第4ク ラス ターは2
られた。 なお、各 クラス ター の信 頼性 係数は α係数 の算 項 目のため算出せず)
出 によ り確認 した。(第1ク ラスター;0.82、 第2ク ラス
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表3生 活援助領域看護行為実施頻度の平均値 表4本 学の基礎看護技術の教授枠組み
項 目 平 均 値 問題解決 情報収集技術
配膳 下膳援助 4;59_>tai'.0&技術 臨床判断技術
.体位 変換 4.55fsi.1:?人間関係 カウンセリング
ケア時スグリー艶 452圭llz 技術 教育指導 璽
ヘ ジ1:ド劇 穣 塗98tl17 領域(時 間)小項目 講義内容(時 間) 演習項目(時 間)
患考 家族に説明 43籏 『至!86
安全 ・安楽 日常生活の 日常生活の(z) 
おむづの交換 黐 歪覲23
車椅子移動 4::30士観4 (12) 安全 ・安楽 安全 ・安楽
漕拭 4ZB戈120 治療面の 〃 治療面の安全 ・安楽(2)
攤蒼予防 安楽粉島貽用・ 難2圭ll32 感染予防 感染予防、滅菌.消 毒(4) 内科的手洗い(4)
炉L齒
床圭排漉援助 ξ房≡ 便器) a2韮tt31 院内感染 滅菌 ・消毒物品の
離床援助 垂18土lti5,.幽 の取 り扱い
寝詼交換 凄ast:i1荏 ガ ウ万クニ7ク
麟 鑓 ル癬 磯 助 goo圭193 生活環境 生活環境の整備 生活環境、室内気候(4) 病床環境の整備 




















含嗽援助 3.79土1.47 術 注射(8)
・





















拍 、 観察 ・パigrifiイン
罨法
(s)








3.33士1.47 酸素吸入 酸素吸入(1) 鼻腔カヌラ(1)
リネ ンチ ェンジ 3.30t!.17 ぎ デtfAニフケス 移動 x'デイー 朸 ニツウス 
洗髪 3.08士i.37 (s) 移動動作(2) 移動動作(2)
足浴 3.00f1.36 体位 体位変換 体位変換(4)
洗濯物の処理 Z.89tI.87 安楽な体位(1)
手浴 2.71t1.42 活動 ・休息 運動と活動への援助 運動と活動(4) 運動と活動への援助(4) 
腸管蠕動促進 2.64t1.61 (S)睡眠への援助 休息と睡眠
シャワー浴 ・入浴介助 2.60±1.40 車椅子への移乗 車椅子への移乗















摘便 2.15±1.34 洗髪 〔4)
導尿 2.08±1.41 入浴 ・シ ャワー(1)
雛 被架等 圧迫除 逡一 …・ 171奪., 正9a 清拭 ・足浴(6)
;ス黍繕 ヌの森 ア1 09s韮r総 陰部 ・磐部(2)
......................... 
.死後の処礁 … ___.__.. 食生活(8) 食事への援助 食事と栄養(4) 食事の援助 〔4)
排泄 排泄への援助 排泄への援助(4) 便 ・尿器による援助(4} 
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・ベツドの整頓 ・寝衣交換 ・歩行介助 ・床上排泄援助 ・飲水援助 ・褥瘡予防・安楽
・リネンチェンジ ・洗濯物の処理 ・車椅子移動 (尿・便器) ・配繕 ・下膳援助 物品貼用
・室内気候調蹙 ・洗髪 ・ベツドによる ・おむつの交換 ・食事摂取介助 ・抑 制 ・固定
・病室の整理整頓 ・清拭 移動 ・排泄援助(ポータ ・経管栄養 ・離被架等圧迫除去
・その他の整頓 '結髪・髪の手入れ ・体位変換 ブル トイレ)	 ・背 ・腹 部 マ ッサ ー
・ケア時のスクリー	 ・洗面・口腔の清潔 ・自動・他動運動 ・導尿 ジ
ン開閉 援助 援助 ・浣朋 ・下剤処置
・ペッドの操作 ・ひげ剃 り ・散歩・運動援助 ・摘便
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均点3.5以 上の項目が全項 目の55.6%で あ り、一方、実施
頻度が極めて低いと思われる、平均点2,0未 満の項 目は3








実施頻度の2.0未 満であった 「ス トーマのケア」及び現
行の指導領域に含 まれない 「嘔吐時の援助」の看護行為





































































援助技術 を行う際に重要視 していることが示唆 された。
この点については、5.患 者の権利 を配慮 した技術指導法、
において検討を加える。






法(図1、 表2)と は一致 しておらず、おそらく学生が臨
床での実習時に困難を感じる点の一つであろう。この点
を改善するために、患者のニーズのレベル別に、様 々な

































































行為の患者 ・家族への説明」は、71.3%の 対象者が 「毎
日」行っていると答えている。本研究では頻度のみを問
い、その内容は明らかではないが、生活援助の説明は、
治療処置技術 よりは侵襲が少ない行為が多 く、かつ 「身
の回りの世話」に類する行為が多いため、患者 ・家族に
とっては表面的には説明 しやす く、理解 されやすいだろ
う。米国看護婦協会が発表 した臨床看護実践の基準
(1991)で は、「ケアの基準」として発表 しているほとん








しろ、看護の基本 とも言うべ き行為である。この行為 も






家 としての倫理 ・法的責任 を十分に配慮 した看護技術の
あ り方の検討 は、未だ十分ではない。 しかし、これから





















3.ク ラス ター分析によって得 られた臨床での生活援
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